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　27キロ過ぎ、ウォルケネシュ エデサ（エチオピア）
が鈴木を徐々に引き離すと、そのままトップの座を
譲ることなく、2時間21分00秒で優勝。史上4人目
となる大会連覇を達成した。

　小林が日本人トップとなる2位でフィニッシュ。
後半にペースを上げ、29キロ付近で3位に浮上した
勢いのまま、残り800メートルで鈴木を抜き去った。
自己記録を3分40秒更新する2時間21分19秒で
ゴールテープを切った。

　鈴木は2時間21分33秒で3位。最
終盤で小林に日本人トップを譲った
が、2024年パリ五輪で記録した自己
ベストを2分29秒更新した。粘り強い
走りを見せた松下は2時間26秒04秒で
日本人3位となる全体5位に入った。

　レースは、松田瑞生（ダイハツ）、鈴木優花（第一生命グループ）=当時、松下菜摘（天満屋）、
小林香菜（大塚製薬）、伊澤菜々花（スターツ）、海外からの招待選手2人を加えた計7人が
先頭集団を形成し、10キロ地点を33分23秒で通過。以降、日本勢が徐々に後退する中、鈴木は
中盤を過ぎても懸命に食らいついた。実業団1年目の小林は25キロ過ぎで離され、一時は
先頭と約50秒の差がついたが、ペースを崩さずスパートのタイミングを見図る走りを見せた。
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■参加者：371人（ペースメーカー7人を含む）／
日本人358人、外国人13人 完走323人

■気温：10.9度（スタート時）  湿度42％（スタート時）

第44回大会 2025.1.26

順位 氏  名 年齢 タイム国名（所属）

松下菜摘（天満屋）

小林香菜（大塚製薬）

ウォルケネシュ エデサ（エチオピア）

鈴木優花(第一生命グループ＝当時)

「東京2025世界陸上競技選手権大会」
の代表を選考するジャパンマラ
ソンチャンピオンシップシ
リーズ（JMC）・G1のひと
つとして開催された今大
会は、気温10.9度、西の
風1.3メートルの条件下、
招待選手9人、ネクスト
ヒロイン選手1人、ペース

メーカー7人を含む371人
がスタートラインに立った。
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プレイバック2025　THE 44th REVIEW 記 録　RESULTS

〔氏名、国名（所属）は当時〕

1 2:18:51 ウォルケネシュ・エデサ エチオピア 2024

2 2:18:59 前田　穂南 天満屋 2024

3 2:20:52 松田　瑞生 ダイハツ 2022

4 2:21:11 一山　麻緒 ワコール 2021

5 2:21:13 ヘヴン・ハイル・デッセ エチオピア 2023

6 2:21:18 野口　みずき グローバリー 2003

7 2:21:19 小林　香菜 大塚製薬 2025

8 2:21:33 鈴木　優花 第一生命グループ 2025

9 2:21:45 千葉　真子 豊田自動織機 2003

10 2:21:51 坂本　直子 天満屋 2003

11 2:22:12 メセレット・ゴラ・シセイ エチオピア 2023

12 2:22:17 福士　加代子 ワコール 2016

13 2:22:22 ローナ・キプラガト ケニア 2003

14 2:22:29 上杉　真穂 スターツ 2022

15 2:22:40 ミミ・ベレテ バーレーン 2020

16 2:22:54 リディア・シモン ルーマニア 2000

17 2:22:56 弘山　晴美 資生堂 2000

17 2:22:56 エレナ・プロコプツカ ラトビア 2005

19 2:22:59 安藤　友香 ワコール 2023

20 2:23:03 シンタエフ・レウェテン エチオピア 2020

21 2:23:05 松下　菜摘 天満屋 2022

22 2:23:11 渋井　陽子 三井海上 2001

22 2:23:11 谷本　観月 天満屋 2022

24 2:23:23 重友　梨佐 天満屋 2012

25 2:23:30 小﨑　まり ノーリツ 2003

26 2:23:31 エスタ・ワンジロ 日立 2000

26 2:23:31 メスケレム・アセファ エチオピア 2020

28 2:23:36 ステラ・チェサン ウガンダ 2024

29 2:23:46 テグラ・ロルーペ ケニア 1999

30 2:23:48 原　裕美子 京セラ 2007

31 2:23:51 リサ・マーチン オーストラリア 1988

32 2:24:02 阿部　有香里 しまむら 2022

33 2:24:03 ロナチェムタイ・サルピーター イスラエル 2025

34 2:24:43 加納　由理 資生堂 2007

34 2:24:43 佐藤　早也伽 積水化学 2024

36 2:24:47 エルフィネシュ・アレム エチオピア 2000

37 2:24:56 カタリナ・スタインラック ドイツ 2024

38 2:24:57 野尻　あずさ 第一生命 2012

39 2:25:05 キャサリン・ヌデレバ ケニア 2006

40 2:25:10 マーラ・ヤマウチ イギリス 2008

1 2:09:56 ルース・チェプンゲティッチ ケニア 24シカゴ

2 2:11:53 ティギスト・アセファ エチオピア 23ベルリン

3 2:13:44 シファン・ハッサン オランダ 23シカゴ

4 2:14:00 ジョイシリン・ジェプコスゲイ ケニア 25バレンシア

5 2:14:04 ブリジット・コスゲイ ケニア 19シカゴ

6 2:14:43 ペレス・ジェプチルチル ケニア 25バレンシア

7 2:14:57 ハウィ・フェイサ エチオピア 25シカゴ

8 2:14:58 アマネベリソ・シャンクレ エチオピア 22バレンシア

9 2:15:25 ポーラ・ラドクリフ イギリス 03ロンドン

10 2:15:51 ウォルクネシュ・デゲファ エチオピア 23バレンシア

11 2:15:55 ストゥメ・アセファ・ケベデ エチオピア 24東京

12 2:16:07 ティギスト・ケテマ エチオピア 24ドバイ

13 2:16:14 ローズマリー・ワンジル ケニア 24東京

14 2:16:22 アルマズ・アヤナ エチオピア 23バレンシア

15 2:16:34 メゲルトゥ・アレム エチオピア 24ロンドン

16 2:16:49 レテセンベト・ギデイ エチオピア 22バレンシア

17 2:16:52 ヤレムゼルフ・イェフアラウ エチオピア 24アムステルダム

18 2:16:56 ウィンフリーダ・モセティ ケニア 25東京

19 2:17:01 メアリー・ケイタニー ケニア 17ロンドン

20 2:17:29 シェイラ・チェプキルイ ケニア 22バレンシア

1 2:18:59 前田　穂南 天満屋 24大阪国際

2 2:19:12 野口　みずき グローバリー 05ベルリン

3 2:19:24 新谷　仁美 積水化学 23ヒューストン

4 2:19:41 渋井　陽子 三井住友海上 04ベルリン

5 2:19:46 高橋　尚子 積水化学 01ベルリン

6 2:20:29 一山　麻緒 ワコール 20名古屋

7 2:20:31 細田　あい エディオン 24ベルリン

8 2:20:42 松田　瑞生 ダイハツ 24ベルリン

9 2:20:59 佐藤　早也伽 積水化学 25名古屋

10 2:21:18 安藤　友香 ワコール 24名古屋

11 2:21:19 小林　香菜 大塚製薬 25大阪国際

12 2:21:33 鈴木　亜由子 ＪＰ日本郵政Ｇ 24名古屋

12 2:21:33 鈴木　優花 第一生命G 25大阪国際

14 2:21:45 千葉　真子 豊田自動織機 03大阪国際

15 2:21:51 坂本　直子 天満屋 03大阪国際

16 2:21:55 加世田　梨花 ダイハツ 22ベルリン

17 2:22:11 上杉　真穂 東京メトロ 25名古屋

18 2:22:12 山口　衛里 天満屋 99東京国際

19 2:22:17 福士　加代子 ワコール 16大阪国際

20 2:22:46 土佐　礼子 三井住友海上 02ロンドン

順位 タイム 氏  名 国名（所属） 年 順位 タイム 氏  名 国  名 大会名

順位 タイム 氏  名 所  属 大会名

2025年12月8日現在

〔氏名、国名は当時〕

〔氏名、所属、大会名は当時〕※２０２１、２０２２大会は男女混合レースの記録となる

2025年12月8日現在

              　　　　    2025年大会終了時点
大阪国際女子マラソン歴代40傑 女子マラソン世界歴代20傑

女子マラソン日本歴代20傑




